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※事務局記入欄 

№ 185 

【様式２】 

エントリー学校名： 
大阪府 泉南市立 信達中学校 

活動名：  
カリマネ視点の学校づくり ー授業も会議も脱「例年通り」ー 

解決すべき課題︓ 

(1) 学校として築かれてきた伝統や知識・経験などが，学校に蓄積するのではなく，人員に蓄積されている。 
経験年数の浅い教職員の増加・在校年数の長かった教職員の転任によって，様々な場面で「例年通 
り」が通用しなくなってきている。 

(2) 学年での総合・学活・道徳といった授業をはじめ，各教科の授業でも一旦授業の内容を積み上げて， 
   学期末に評価の検討をする教職員が多く，それにより年度当初の計画と年度末の実績が一致しない。 
(3) 個々の業務に追われ，ほかの教職員との交流の時間や学年の活動，分掌での業務などに割く時間が確 
   保できず，それが結果的に個人の負担へとつながっている。 

目標・方針：  
学校として「例年通り」の考え方から脱却できるよう，人的・物的資産を含めた学校の現状・目の前の生徒

やその保護者・関わっている地域などを見つめ，より計画的に教育活動を実施できるような学校としてのシステ
ムづくりを行う。そのために，学校の基盤となっている職員会議の方式と評価規準を意識した授業づくりの見直
しをカリキュラムマネジメントの視点から，校内研修などを通して働きかけを行った。 
活動内容︓  

(1) 全体の活動実施前に学校の現状を考える校内研修（表１）を実施し，今の学校の現状や問題点，
強みを教職員全体で話す機会を設け，これから必要なことを共有し実行していくきっかけとした。 

(2) 職員会議の形式の見直しを行った。（図１ 職員会議フローチャート） 
(3) 分掌会議と学年会議を月 1回の月間行事に組み込み，総合的な学習を計画的に実行していくこと 

や，学校行事・学年行事の見直しを図った。 
(4) 年度初めと年度終わりの年 2回だけしか実施していなかった教科部会を，各学期初めに 1回，学年末 

に 1回の計 4回に変更し授業づくりについて議論する場を増やした。またそれと同時に評価に関する校内 
研修を各学期に１回行った。 

活動の成果︓ 
(1) 職員会議資料を事前に用意し共有することで，議論の時間を事前の準備や相談にかける時間にシフト

することができ，また資料を読み考える時間が増えるため，より深い内容での議論を行うことができている。
また，全体の場では意見を通しづらい経験年数の浅い教職員でも事前の相談段階で気軽に意見を出し
やすくなっている。 

(2) これまではその都度各々で時間を調整し開催していた会議を毎月の月間行事に組み込むことで，事前の
準備も含め，PDCA サイクルを意識した流れを作り，無駄な会議の時間を省くことができた。 

(3) 評価に関する研修では教科を越えた教職員同士で交流を行うことで，教科内での固定概念にとらわれ
ることなく，学校全体で評価規準の考え方を共有・再考することができた。（図２） 

アピールポイント（アイディアや工夫）︓  
(1) これまで「例年通り」として行ってきた学校行事や授業づくりを見直すきっかけとなった。経験年数の浅い教

職員でも授業だけでなく学校づくりの一環として学年や分掌と関わることができる体制づくりができた。 
(2) 必要な会議の時間を月間行事に組み込むことで，明確な会議時間の確保・無駄な会議の時間の削減

から働き方改革にもつながった。 
(3) 授業計画や活動計画を個人単位や分掌単位で考えるだけでなく，それを教科内や学年内，学校全体 
   として共有することで教職員全体がカリキュラムマネジメントの視点を持つ足掛かりとなった。 
(4) 評価規準を意識した授業づくり，単元計画を学期ごとに行うことで，授業内評価を意識し，また生徒の 

到達度を意識した評価を教科全体で作ることができている。またそれを生徒にも明確に伝達することで， 
生徒自身も評価に対して疑問を持つことが少なくなった。 

図１ 職員会議のフローチャート               表１ 校内研修のアンケート結果 

    図２.校内研修でのスライド例 

 

 

分掌部会 ＳＴＥＰ１【各分掌部】 

各分掌内で次月の行事予定に関わる活動や取り組みなどがあれば検討。 

         学校全体で総合などを使用した活動になる場合、学年会議前に連絡。 

         また行事以外でも検討・共有事項などがあれば分掌会議を設定して下さい。 

         ※ 会議を設定する２日前までに教務主任に連絡。分掌会議の時程を決定します。 

 

学年会議 ＳＴＥＰ２【各学年】 

         分掌会議の内容を各学年で共有。（専任の先生には支援の先生から必要に応じて共有） 

         前月分の職員会議での行事予定をもとに総合計画を作成。 

       

 ＳＴＥＰ３【教務主任】 

        分掌会議で出た内容、学年会議での総合計画をもとに、信中タイムの時間割を設定。 

 

運営委員会 ＳＴＥＰ４【管理職・各学年主任・支援主任・教務主任・生徒指導主事・各分掌部長】 

         各分掌・学年からの提案。ここで初めて議題を出すのではなく、分掌会議や学年会議で 

         ある程度意見をまとめておいたことを共有し、見直しを図る。 

 

職員会議（２日前） ＳＴＥＰ５【運営委員会メンバーと同様】 

         運営委員会での内容をもとに必要であれば資料を加筆訂正し、教頭に提出。 

         ※ 資料には提案者が誰かわかるようにしておく。 

 

職員会議（前日） ＳＴＥＰ６【全職員】 

        職員全員が資料に目を通しておく。各提案事項で意見等あれば、提案者に伝えておく。 

 

職員会議（当日） ＳＴＥＰ７【全職員】 

        資料を読むための会議ではなく、提案事項の共有や職員の意向を聞くことを主とする会議に  

        前日までの意見など運営委員会後から変更があったものや、全体にはかる必要のあることな

どをこの時間を使って行う。 




